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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成２７年度重点研究　「特別支援教育の充実・発展に関する研究」　「知的障がい特別支援学校高等部（職業学科）における自己指導能力を育てる指導の在り方」についての研究報告をはじめます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
内容の説明は、研究紀要の章立てに沿って行います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Ⅰ章においては、研究を進めるにあたり、特別支援学校、高等支援学校の現状を整理しています。
先行研究、文献研究により、高等支援学校の現状、生徒指導上の課題を整理した上で本研究の目的と研究の内容、方法を定めました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
生徒指導提要によれば、自己指導能力の育成に向けて、教育活動の中で留意すべき３点があると示されていいます。
本研究では、この３つの留意すべき点に着眼し、研究を進めてきました。

自己指導能力の育成に向けて、単に望ましい行動の内容について教える指導ではなく、生徒が自ら考え、主体的に行動することを通じて指導することが重要となります。

ゆえに、生徒のよさや興味関心を生かした指導や、生徒が互いの考えを交流し、互いのよさに学び合う場を工夫した指導、生徒一人一人が課題の設定や学び方について自ら選択する場を工夫することが大切となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、高等支援学校に在籍する生徒の状況について説明をします。

これは高等支援学校の学校数（棒グラフ）と生徒数（波線）を表したグラフです。（研究紀要ではp4を参照）
H10～20までは横倍であるが、21年以降、増加傾向にあります。
H19に特殊教育から特別支援教育に制度転換したことが、３年後の21年度以降の増加との関連もあると推察することもできます。

この図から高等支援学校の在籍者数、入学希望者数が年々増加していることが分かります。



o X IEFRICE T HEEDENLDIK

SEEQRNVORE (A ¥

BREE 27T 20 58

\
N

ADHD 110

n=1,983
FERRATEE THELE] plo
RS DESER (AR

BRIZEFR (30, B -/

(A)

n=1,974

FER2TEE THRLE] p20


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
高等支援学校における生徒の障がいの状況の調査の結果、高等支援学校に在籍する３４％は自閉症、発達障がい、AS、PDDの生徒でした。
また、精神疾患、その疑いのある生徒も少数ではありますが在籍していることが明らかになりました。これにより在籍する生徒の障がいが多様化していることが言えます。

さらに、出身中学校での在籍学級については、３５．３％の生徒が自情からの入学でした。
また、通常の学級からの進学者も、７．３％いることが分かりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、高等支援学校における生徒指導上の課題についてですが、
安達は（2010,12）、道内の高等養護学校の実態調査を通し、
「高等養護学校に在籍する生徒は療育手帳を取得しているが、障がいの程度は軽度化していること」や「中学校時代にいじめ、不登校、対人関係のトラブル、集団への不適応等を経験していること」、「障がいの軽度化と言われるが、中学校時代の経験から、高等養護に入学後も集団への適応に苦慮している生徒の割合が高いこと」を述べています。

安達の調査からも、道内の高等支援学校に入学してくる生徒の抱えている背景が多様化しており、そのため、生徒指導上の課題も複雑化していることが考えられます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここまで、高等支援学校の在籍者数が増えていること、在籍する生徒が抱えている背景が多様化し、生徒指導上の課題も複雑化していると考えられることについて述べてきましたが、次に生徒指導について説明をします。
生徒指導という言葉は、行動問題が起きた際の、危機介入的なものを想起させますが、学習指導要領解説の総則等編では、すべての生徒のそれぞれの人格のよりよき発達を目指すとともに、学校生活がすべての生徒にとって有意義で興味深く、充実したものになるようにすることを目指すものとされています。また、「単なる行動問題への対応という消極的な面だけにとどまるものではない」とされています。
では、消極的ではなく、積極的な生徒指導とはどのようなものでしょうか。それについて、生徒指導提要では、「自己実現を果たすための自己指導能力の育成を目指すこと」と示されています。
自己指導能力は、Ⅱで詳しく述べますが、「どのような行動が正しいか自分で判断して行動する力」と述べられています。

生徒指導は、生徒が、将来の生活において、自らの行動を選択し、決定していくことのできる主体を育成し、集団や社会の一員としてより良い生活を築こうとする自主的、実践的な態度を身に付け、自己実現を果たすことのできる能力や態度の育成を目指さなければならないとされます。自己実現を図っていくための力が自己指導能力であり、全教育活動の中で育成を目指すことが生徒指導の積極的な意義となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
高等支援学校における在籍生徒数の増加、在籍する生徒が抱えている背景が多様化し、生徒指導上の課題も複雑化していることから、研究の目的を「本道の高等支援学校における、生徒指導を充実させるための具体的な方策を明らかにする」ことに設定しました。
内容は２点です。１点目は、「高等支援学校における自己指導能力の育成に関わる３つの留意点について、具体的な指導内容を分析、整理する」こと、２点目は、「分析結果を基に、今後、生徒指導に求められる内容について考察する」ことです。

方法は、文献研究、調査研究としました。

では、次に、自己指導能力の育成に向けて留意すべきことについて述べます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Ⅱ章においては、「知的障がいのある生徒」の障がいの特徴や学習上の特性等を踏まえ、高等支援学校に在籍する生徒の自己指導能力の育成と指導上の配慮事項について検討を行い、整理をしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここでは、自己指導能力について説明をします。
自己指導能力については、スライド６で触れましたが、自己実現を図っていくための力が自己指導能力であり、全教育活動の中で育成を目指すことが生徒指導の積極的な意義となります。
諸富は、自己指導能力について、「どのような行動が正しいか自分で判断して実行する力」としています。
自己指導能力の「行動の正しさ」とは、自分の判断ではなく、他者にとっても社会にとっても正しいということであり、自分本位の決定ではなく、その判断が、他者の存在を意識したものを意味しています。
それは、自己指導能力の育成によって図られるとされる、「自己実現」が自分の欲求や要求を実現することにとどまらず、集団や社会の一員として認められることを前提としたものだからです。

自己指導能力の育成に向けて、行動問題への対応といった特別な場だけではなく、全教育活動の中で実践していくことが必要です。
正しい行動を考え、判断、決定して最後まで責任をもって行動することは、日常の生活のあらゆる場面にあります。

教え込む指導では身に付くものではないため、学校生活のあらゆる場面において、自己指導の力を育成する機会を設定することが必要ですが、
高等支援学校に在籍する生徒の自己指導能力の育成に向けては、一人一人の発達の段階や障がいの状態等を考慮することが大切です。
次に、知的障がいの特徴や学習上の特性等について改めて述べたいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
提要によれば、自己指導能力の育成に向けて、教育活動の中で留意すべき３点があると示されていいます。
本研究では、この３つの留意すべき点に着眼し、研究を進めてきました。

自己指導能力の育成に向けて、単に望ましい行動の内容について教える指導ではなく、生徒が自ら考え、主体的に行動することを通じて指導することが重要となります。

ゆえに、生徒のよさや興味関心を生かした指導や、生徒が互いの考えを交流し、互いのよさに学び合う場を工夫した指導、生徒一人一人が課題の設定や学び方について自ら選択する場を工夫することが大切となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
学習指導要領では、知的障がいの特徴として、考えることや記憶すること、判断をすること、人と話すこと、言葉を理解する知的能力や考えることが苦手で、言葉の理解が難しい状況もあるため、友だちとのやりとりをスムーズに行うことや、話していることを理解する等の適応能力が同年齢の子どもと比較して平均的水準より遅れがあることが挙げられます。
その状況は、環境・社会的条件で変わり得る可能性があると言われる。

次に学習上の特性等として
「知識、技能が断片的になりやすい」ため、学習間のつながりが持ちにくく、お金の計算ができても実際の買い物が難しいなど、「実際の場で応用されにくいため、学んだことを違う場所で発揮することが難しいこと」があります。

「実際的な生活経験の不足している」ことがあり、様々なことを経験しているように見えても実は過支援で子どもは未学習／不足学習ということもあります。
「周囲の大人もできないだろうから・・・」と決めつけることや、できなさを強調され、失敗することを避けるために主体性がそがれ、「成功経験が少ない、主体的に取り組む意欲が十分に育っていないこと」もあります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
知的障がいのある生徒の学習上の特性等について、生徒の興味関心、得意な面を考慮し、生活に結び付いた、実際的な場面で指導を行うことや集団において役割が得られるようにすることなどは特に、自己指導能力の育成に向けての３つの留意点とも関連してくるものです。

本研究では、知的障がいの特徴や、学習上の特性等を踏まえた、自己指導能力の育成を目指すための３つの留意点について考察しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
高等支援学校での全教育活動において行う生徒指導に向けては、文部省(1984)生徒指導研究資料に記されている自己指導能力の育成に向けた３つの留意点を、そのまま指導に結び付けて実践するのではなく、知的障がいの特徴や学習上の特性等を踏まえた上で指導を行う必要があると考え、配慮事項についてまとめました。

次に、高等支援学校に在籍する生徒の自己指導能力育成に向けた自己存在感、共感的人間関係、自己決定の３つの留意事項について説明をします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「自己存在感」は、他者とのかかわりの中で、自分が相手に受け入れられている、他者から認められていると感じることによって得られるものとされます。
しかし、高等支援学校に在籍する生徒は、過去の失敗経験等の積み重ねにより、自信が持てないため、自分から行動することをためらうことや避けること、また、これまで支援をされる立場である状況も少なくなく、周囲から感謝されたり、認められたりする経験が不足している場合があります。

そのため、指導に当たっては、生徒個々の状況に応じた役割や活躍場面を設定し、生徒が主体的に取り組むことができるよう、見通しがもちやすい環境を設定したり、適切な生徒理解に基づく、一人一人に応じた分かりやすく、理解しやすい言葉や方法で評価を行ったりすることが効果的です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「共感的人間関係」は、他者と関わり、やり取りを重ねる中で、自己を受容し、多様な価値観が存在することを認識する中で育つものとされます。

しかし、高等支援学校に在籍する生徒は、他人との意思の交換などについての適応能力が、同年代の生徒に求められるほどまでに至っていないことがあり、生徒同士で関わり合いをもちながらの活動が少ないことや集団活動に取り組むことが難しいこともあります。

そのため、指導に当たっては、状況に応じた適切な表現の方法を指導し、他者と関わり合いをもてるグループを編成したりしながら、意図的に場面を設定することが効果的です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「自己決定」は、生徒が必要な情報を取捨選択し、自らの決定で実行し、責任を取ることの経験を通して身に付いていくものとされます。

しかし、高等支援学校に在籍する生徒は、学習によって得た知識や技能が断片的になりやすく、実際の生活の場で応用されにくいことや、主体的に活動に取り組む意欲が十分に育っていないことがあります。また、場面や状況を理解した上で、適切な判断や行動が困難になることもあり、これまでの生活の中では、自分で考えて決める経験が不足していることも考えられます。

そのため、指導に当たっては、知識や技能を幅広く学び、様々な経験を重ねられるよう、学習のねらいや目標を明らかにして授業を展開し、その上で、生徒に自らの取組を振り返り、評価させる場面を設定していくことが効果的です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Ⅲ章においては、本研究で実施した研究協力校６校へのインタビュー調査と道内高等支援学校１８校へのアンケート調査から明らかになった各校の生徒指導の実践と、自己指導能力を育成する３つの留意点との関連を整理しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
インタビュー調査の結果です。
各校においては、生徒会活動等を中心に生徒が主体的、意欲的に取り組むことをねらいとした活動が、実施されていました。
また、社会や学校の規則等、生徒の規範意識を高める指導も、意識的に取り組まれていました。

行動問題の内容としては、携帯電話等に関わるトラブルが最も多く、飲酒、喫煙なども挙げられていました。
傾向として入学後、学校生活に慣れてきた頃に服装の乱れなどが現れてくることが挙げられていました。
 課題としては、携帯電話に関わるトラブルへの対応や、その指導について多く挙げられ、また、生徒の行動問題への指導について、保護者と指導の必要性を共通理解して対応することが難しいケースもあるなどの回答がありました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
インタビューから出された回答を、３つの留意点で整理し、図のようにまとめました。

「自己存在感」では、各教科等における指導の中で、作業学習で製作したものを販売することで他者評価を得ること
「共感的人間関係」では、教育相談の中で、生徒に寄り添った生徒指導
「自己決定」では、特別活動の中で、生徒による学年のルールの作成


３つの留意点に着眼し、各校からの意見を分類すると「主体的な取組」「他者との適切な関わり」「目標設定やルールの設定」に整理することができました。
これらを基に各校にアンケート調査を実施し、指導のポイントを整理することとしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アンケートで挙げられた、「３つの留意点と特に関連する取組」について、Ⅱ章で述べた、高等支援学校に在籍する生徒の自己指導能力育成と指導上の配慮事項とかかわる項目でまとめました。

自己存在感の、
ア　役割や活躍場面の設定では、作業学習、生徒会活動等において役割を与え、責任を果たせるような環境を設定していました。

イ　主体的に取り 組めるようにするための環境の設定では、陸上記録会で目標を設定して取組むこと等の実践がされていました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アンケートで挙げられた、３つの留意点を関連するものを紹介する。
共感的人間関係の

ウ　「相手や場面に応じた伝え方の指導」では、生徒会や委員会、学校祭の企画の中で生徒同士の話し合いの場の設定をしていました。

エ 「他者との関わり合いをもてるグループ編成」では、グループ学習の実施による、他者と協力しながら取り組む場面の設定を行っていました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アンケートで挙げられた、３つの留意点を関連するものを紹介する。
自己決定

オ　「学習のねらいや 目標を意識できるようにする」では、面談を行っての作業種の選択をする等の取組が行われていました。

カ　「取組の振り返りや評価ができる場面の設定を行う」では、教育相談の充実させ、主体的な行動や問題解決の足掛かりとなる環境を設定する等の取組が挙げられていました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Ⅳ章では、インタビュー、アンケート調査で明らかになった各校の取組を、３つの留意点と知的障がいのある生徒の特性を踏まえて、６つの指導のポイントとして示しました。
併せて、自己指導能力の育成に向けた6つの指導のポイントと教育活動との関連を図式化し、指導事例をまとめました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
図の説明を行う。

一番下から、様々な教育活動の指導目標や内容について、３つの留意点を知的障がいのある生徒の学習上の特性の視点で考えると中央の円の中にあるアからカの６つの指導のポイントが導き出されました。
このポイントで手だてを講じ、授業を含めた学校教育の様々な場面で生徒指導に取組んでいくことが自己指導能力の育成につながっていくと考えます。

では、次に６つの指導のポイントの具体について説明をします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ア　生徒個々の状況を把握し、生徒の特長に合った役割を与えてそれを果たす経験ができるようにします。集団の中で役割を果たしていくことは、周囲から認められることにつながり、自己存在感を得ることにつながります。

イ　生徒が、活動に主体的取り組めるようになるには、活動の見通しや取組む意味が理解できている必要があります。その手だてを講じ、生徒が「分かる」「できる」経験を積み重ねることは自信につながり、その場での自分の存在感を高めることにつながります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ウ　共感的人間関係を育成するためには、生徒が自分の思いや考えを表現できるようにすると同時に他者の意見を聞き、内容を理解できることが大切になります。

エ　集団の中で他者と関わる機会や場面を設定し、実際の活動場面でやりとりをしながら自分と同じ意見や違う考えなど、多様な価値に触れることにより共感的人間関係を育むことができます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
オ　生徒が学校生活の中で、主体的に選択、決定できるようにするためには授業を含め、活動に見通しをもって取り組めるようにすることや、
　　適切な選択、決定ができるよう、知識や情報を身に付けておく必要があります。

カ　生徒は自分が選択、決定したものについて責任をもって行動することを身に付ける必要があります。
　　そのためにも、学習をはじめ、様々な活動について自分の取組を評価する場面を設定し、生徒が決めたことや選択して行動したことについて改めて見直すことが必要です。　その経験の積み重ねが、新たな選択決定の場において生かされるようになります。

次に、６つの指導のポイントを考慮した授業について、具体的な事例を挙げます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
指導事例については、３つの留意点の一つずつに焦点を当てた事例を掲載しました。（研究紀要p27）

１つ目は、職業科での「現場実習報告会」について、自己存在感を育む指導のポイントとして事例を挙げています。
２つ目は、生徒指導と密接な関係があることを踏まえ、「道徳の時間」について共感的人間関係を育む指導のポイントとして事例をまとめました。
３つ目は、生徒理解の要とも言われている教育相談について自己決定を促す指導のポイントとして事例をまとめました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Ⅳ章では、インタビュー、アンケート調査で明らかになった各校の取組を、３つの留意点と知的障がいのある生徒の特性を踏まえて、６つの指導のポイントとして示しました。
併せて、自己指導能力の育成に向けた6つの指導のポイントと教育活動との関連を図式化し、指導事例をまとめました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本研究の成果として、2点です。

1点目は、高等支援学校における生徒指導の現状を整理したこと。
2点目は、自己指導能力を育成するための組織的な取組みとして、６つの
指導のポイントを提案し、４つの指導事例についてまとめることができました。

今後の課題は、生徒指導の中核とも言える、自己指導能力の育成に向けた６つの指導のポイントを取り入れた授業実践の効果について検証していくこと。
そして、障がいのある生徒が、変化の激しい社会の中で自立した生活を過ごし、自己実現を図ることが出来るよう、生徒自らが「考え、判断し、進んで行動ができる」自己指導能力の育成を目指す、生徒指導にかかわる研修の在り方について検証していくことが今後の課題となっていきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
昨年度、知的障がい特別支援学校高等部（職業学科）６校へのインタビュー及び、１８校へのアンケートの調査に協力いただいた研究紀要が、Ｗｅｂページにアップされています。
ご活用ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日は、ご清聴、ありがとうございました。
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